
旅行業界／営業

現代の家族問題をさまざまな視点から読み解く。

法学部

「トピック演習」
白須 真理子 准教授

泉谷大地さん（2年次生）

多くの場所やさまざまな
人との出会いが、新しい発見に
つながります。
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株式会社 JTB 西日本

青木 智裕さん

　株式会社JTB西日本・海外旅行西日本支店に勤務する青木智裕
さんは、法人向けの営業を担当しています。主な業務は、企業や組
織・団体など、法人のお客様に対して、ご要望に即した旅のプランを
企画・提案、添乗を含めた運営までを行います。
　１年次の時ゼミ長として、JTB西日本と共同で「淡路島に１泊す
る企画」を立案したことが、旅行業に興味を持つきっかけでした。
また３年次の夏に、同社のインターンシップに参加したことで、「こ
の会社で働きたい」という意識が強まったのだとか。
　しかし、一つの業種だけに絞ると視野が狭くなると考え、１００社
以上にエントリーし、多くの人事担当者と話をしたことで、さまざ
まな考え方が身に付いたといいます。
　青木さんはもともと旅行が好きで、学生時代にはヨーロッパや
東南アジアなど、15カ国をまわりました。そこで得た体験が社会
人になった今、役に立っていると話します。面接では、鉄道会社と
枚方市、ゼミの３者共同で「枚方市を盛り上げる結婚式」の企画に
取り組んだ点をアピールしました。
　営業では、既存のお客さまだけでなく、新規取引先の開拓もあ
り、断られることも少なくありません。そんなときは「断られて当た
り前、思いきってやろう」と前向きに考えるようにしているそうです。
　先日、ある企業のグアム旅行に添乗した際、誠意をもって対応し
たところ、「来年も青木さんにお願いしたい」と言ってもらえたこと
が大きな喜びにつながったのだとか。「お客さまの声を直接聞くこ
とができて、うれしかったです」。
　「学生時代は時間があるので、いろいろな人と会って話をしてほ
しいです。人とのつながりが新しいこととの出会いへとつながっ
ていくと思います」とエールを送ってくれました。

手帳とお客さまに合った旅行プランを提案するために手放せない
パンフレットが必需品。

ある1日の
スケジュール

　一般的に親族法と相続法を総称して、家族法と呼びます。親族法は夫婦や親子関係な
ど人の身分について定め、相続法は亡くなった人の財産の承継方法を定めています。身
近な問題を扱うため、学生には取り組みやすい法律です。
　家族法の中でも「有責配偶者からの離婚請求」、「不貞行為と慰謝料請求」、「性同一性
障害者の婚姻と親子関係」などは、判断が分かれやすく議論しやすいテーマ。社会との関
係において、法律がどのような役割を担っているかを知り、法律というフィルターを通して
どのような解決策が与えられるかを考えます。法律は一人のためではなくさまざまな状況・
立場の人のためにもあるので、その解釈をするに当たっては、多くの人と意見交換をして、
多角的な思考を身に付けることが必要です。
　白須真理子准教授の授業は、判例を読み、グループディスカッションを重ね、ディベート
をする形で進みます。判例を読むと、現在適用されているルールを知ることができ、問題
解決の糸口になります。グループディスカッションは、自分の意見を主張すると同時に他人
の意見を聞くため、合意形成するのに役立つ訓練になります。ディベートでは、賛成派、
反対派、審判の役割を一人一人が担当するので相反する意見も考えなければならず、相
手の立場を理解する力が養えます。授業では、１人１回以上必ず発言する機会を設け、意
見交換しやすい環境づくりを心掛けているそうです。
　白須准教授は、「法律を学ぶのは難しく、つまずくこともあると思いますが、それは努力し
ている証拠ですから、頑張ってあともう一歩を踏み出してほしい」と言います。「法曹の道に
進まなくても、法的な思考過程はきっと役に立ちます。他人の意見を聴きながら、自分が大
切にしたいものや人のために最善の結論を導き出せる人になることを期待しています」。

日常生活の中で起こる具体例を学び、
法律でどのように解決できるかを議論し、考察する。

相続法は勉強したことがなかったのですが興味があったので選
びました。実践的な授業が多いので、発言力が身に付くと思いま
す。将来は、裁判所事務官を目指しています。アットホームなゼミ
なので、相続法に興味がある人にはぜひ受けてほしいです。

結婚の話題を身近に聞くようになり、家族法に興味を持ちまし
た。授業の始めに復習する時間があるため、授業に入りやすい
です。討論が多いので、人の意見を受け入れて、新しい考え方
ができるようになりました。

このゼミは、多くの事例に触
れ、仲間と議論し合い、物事を
多角的に見る能力を身に付け
たいという学生にお勧めだと
思います。深く考察し、自分の
意見を述べなければならない
大変な授業ですが、社会にあ
る問題の解決のために「真剣
さ」と「情熱」を持っている学生
に、ぜひ参加してほしいです。

田上あすかさん（2年次生） 法学部
白須真理子 准教授
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